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公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
カ

レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
考

え
る
～
大
学
ス
ポ
ー
ツ
復
活

に
向
け
て
～
」
（
ス
ポ
ー
ツ

研
究
所
主
催
）
が
１０
月
２１

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ

戦
略
に
先
駆
的
に
取
り
組
む

大
学
関
係
者
や
ロ
ン
ド
ン
五

輪
に
出
場
し
た
ア
ス
リ
ー

ト
、
本
学
の
サ
ッ
カ
ー
選
手

ら
が
活
発
に
議
論
を
展
開
、

専
大
生
ら
約
６
０
０
人
が
聴

講
し
た
。
専
大
ス
ポ
ー
ツ
編

集
部
の
鈴
木
詩
織
さ
ん
（
文

学
部
人
文
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
３
年
次
）
に
寄
稿
し
て

も
ら
っ
た
。

６
度
目
の
開
催
と
な
る
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日

本
体
育
大
学
理
事
長
の
松
浪

健
四
郎
氏
に
よ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
の
文
化
的
価
値
と
そ
の
可

能
性
」
に
つ
い
て
の
講
演
。

続
い
て
「
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー

ツ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
～
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
貢
献
と

そ
の
未
来
像
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
松
浪
氏
、
佐
藤
雅
幸
経

済
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
研

究
所
長
）
と
進
行
役
と
し
て

山
田
健
太
文
学
部
人
文
・
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
長
の
対

談
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
第
２
部
で
は
、
ロ
ン

ド
ン
五
輪
体
操
競
技
に
出
場

し
、
現
在
は
日
本
体
育
大
学

助
教
の
田
中
理
恵
氏
と
、
本

学
サ
ッ
カ
ー
部
主
将
で
今
年

度
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
全
日

本
選
抜
チ
ー
ム
で
も
主
将
を

務
め
た
長
澤
和
輝
選
手
（
経

営
４
）
が
登
壇
し
、
山
田
教

授
を
交
え
「
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ

ー
ツ
の
限
界
と
可
能
性
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
。

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開

催
が
決
定
し
、
日
本
中
が
歓

喜
し
て
か
ら
約
１
カ
月
。
未

だ
東
日
本
大
震
災
の
傷
が
癒

え
な
い
中
で
決
ま
っ
た
東
京

開
催
を
、
心
か
ら
喜
べ
な
い

人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

私
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
た

め
、
今
回
の
松
浪
氏
の
講
演

は
深
く
印
象
に
残
っ
た
。

「
平
和
の
祭
典
」
と
称
さ

れ
る
五
輪
を
開
催
す
る
こ
と

は
国
民
に
夢
を
与
え
、
経
済

や
生
活
様
式
の
分
岐
点
と
な

る
。
そ
し
て
国
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
変
わ
る
こ
と
こ

そ
五
輪
効
果
で
あ
る
、
と
松

浪
氏
の
言
葉
に
あ
っ
た
。

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

１
９
６
４
年
東
京
五
輪
も
戦

後
の
開
催
で
、
急
速
な
復
興

を
遂
げ
た
日
本
が
、
国
際
社

会
の
中
核
を
担
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
講
演
の
冒
頭
に

あ
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
が
強
い

と
、国
民
の
絆
も
強
ま
る
。そ

し
て
日
本
人
と
し
て
の
誇
り

や
自
信
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
松
浪
氏
の
言
葉
を
踏
ま
え

る
と
、
２
０
２
０
年
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、復

興
し
た
日
本
を
世
界
に
見
せ

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
元
気

な
日
本
を
取
り
戻
す
希
望
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
今

日
、
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
選
手
た

ち
が
、
日
の
丸
を
胸
に
躍
動

す
る
姿
、
そ
し
て
世
界
に
ど

の
よ
う
な
「
お
も
て
な
し
」

が
で
き
る
の
か
、
７
年
後
を

楽
し
み
に
待
ち
た
い
。

福
冨
忠
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授
が
担
当
す
る

科
目
「
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
Ⅰ
」
と
教
養
総
合
科

目
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
製
作
と

産
業
」
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
制
作
、

運
営
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
。
両
科
目
の
履
修
者
約
３

０
０
人
が
期
末
課
題
と
し
て

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ

ン
ツ
企
画
を
立
案
し
、
優
秀

な
企
画
が
学
外
の
イ
ベ
ン
ト

で
発
表
さ
れ
た
。

ア
ニ
メ
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

「
共
同
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

（
地
域
コ
ラ
ボ
展
開
）」（
８

月
２９
日
、
秋
葉
原
・
東
京
ア

ニ
メ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
経

営
学
部
生
を
含
む
７
人
が
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ツ
企

画
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。

発
表
者
は
▽
中
澤
大
伸

（
文
１
）
▽
吉
本
和
史
（
経

営
１
）
▽
松
尾
白
百
合
（
ネ

ッ
ト
情
報
２
）
▽
斎
藤
真
希

（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）
▽
狐
塚

友
紀
子
（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）

▽
小
北
直
哉
（
経
営
４
）

∥
発
表
順
、
敬
称
略
。

学
生
た
ち
は
岩
手
県
、
茨

城
県
行
方
市
、
新
宿
駅
な

ど
、
各
地
域
を
舞
台
と
し
た

企
画
の
概
要
と
、
地
域
に
与

え
る
影
響
な
ど
を
説
明
。「
ア

ニ
メ
を
利
用
し
た
地
域
振

興
」
の
ア
イ
デ
ア
を
、
来
場

し
た
ア
ニ
メ
制
作
会
社
や
地

方
自
治
体
の
担
当
者
ら
に
提

案
、
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

♢

「
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
ま
つ

り
ｉ
ｎ
埼
玉
（
ア
ニ
玉
祭
）」

（
１０
月
１９
日
、
埼
玉
・
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）
で
は
、

５
人
が
埼
玉
県
の
各
地
域
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
企

画
を
提
案
し
た
。

発
表
者
は
▽
加
藤
千
香
子

（
ネ
ッ
ト
情
報
３

浜
田
彩

花
∥
同
∥
と
の
共
同
企
画
）

▽
松
尾
白
百
合
▽
石
川
陽
佑

（
ネ
ッ
ト
情
報
４
）

▽
小
北
直
哉
∥
発
表

順
、
敬
称
略
。

学
生
た
ち
は
、
５
人
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
「
ア
ニ
玉

祭
」
の
参
加
者
ら
約
１
０
０

人
を
前
に
、
４
つ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ア
ニ
メ
と
、
既
存
の
ア

ニ
メ
を
活
用
し
た
テ
ー
マ
パ

ー
ク
案
を
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン

し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
か

ら
は
「
実
現
に
向
け
て
頑
張

れ
」「
未
来
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー

を
応
援
し
ま
す
」
な
ど
の
激

励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

経
営
学
部
の
小
北
さ
ん
は

経
営
学
部
・
小
沢
一
郎
ゼ
ミ

で
、
「
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
文

化
を
用
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
可

能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
卒
業

研
究
を
進
め
て
い
る
。
「
参

考
文
献
と
し
て
福
冨
先
生
の

本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ニ
メ
ビ
ジ
ネ
ス
の
関

係
者
が
講
演
す
る
と
い
う
内

容
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し

た
」
と
、
総
合
科
目
「
コ
ン

テ
ン
ツ
の
製
作
と
産
業
」
を

履
修
。
履
修
者
同
士
の
採
点

で
高
評
価
を
受
け
、
両
イ
ベ

ン
ト
で
の
発
表
者
に
選
ば
れ

た
。考

案
し
た
企
画
は
「
ク
レ

ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
ア
ニ
メ
２５

周
年
企
画
『
野
原
一
家
の

家
』
」
。
埼
玉
県
春
日
部
市
を

舞
台
と
し
た
ア
ニ
メ
を
題
材

に
、
世
界
観
を
忠
実
に
再
現

し
た
展
示
施
設
を
提
案
し

た
。「
ア
イ
デ
ア
の
魅
力
や
集

客
力
を
ど
う
伝
え
る
か
を
意

識
し
て
考
え
ま
し
た
。
ゼ
ミ

の
仲
間
や
小
沢
先
生
か
ら
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

企
画
を
ま
と
め
ま
し
た
」。

既
存
の
ア
ニ
メ
を
生
か
し

た
企
画
は
関
係
者
か
ら
注
目

を
集
め
た
。
「
観
光
課
の
方

か
ら
、
『
地
域
の
こ
と
を
考

え
た
企
画
を
提
案
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
』
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
企
画
を
き
っ
か
け
に
、
実

現
さ
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」。

ま
た
「
他
学
部
の
方
と
交

流
を
持
つ
な
ど
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い

で
自
分
の
世
界
が
広
が
り
ま

し
た
」
と
話
し
た
。

日
西
ア
ニ
メ
監
督

対
談
の
進
行
役
に

米
村
准
教
授

１０
月
２３
日
、
最
新
の
教
育

コ
ン
テ
ン
ツ
で
の
ア
イ
デ
ア

や
、
社
会
が
直
面
す
る
課
題

へ
の
取
り
組
み
を
語
り
合
う

「
制
作
者
会
議
『
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
』」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
）
で
、

米
村
み
ゆ
き
文
学
部
准
教
授

が
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督
に
よ

る
対
談
の
進
行
役
を
務
め

た
。今

年
公
開
さ
れ
話
題
と
な

っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ニ
メ
映

画『
し
わ
』の
イ
グ
ナ
シ
オ
・

フ
ェ
レ
ー
ラ
ス
監
督
と
『
ク

レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
』
シ
リ

ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
原
恵
一

監
督
が
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
」
を
語
り
合
っ

た
。
米
村
准
教
授
は
、
ア
ニ

メ
映
画
と
実
写
映
画
の
違

い
、
ア
ニ
メ
映
画
に
生
ま
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
何
か
…

な
ど
約
１
時
間
に
わ
た
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
盛
り
上

げ
た
。

米
村
准
教
授
は
、
宮
沢
賢

治
、
村
上
春
樹
な
ど
近
現
代

文
学
研
究
を
は
じ
め
、
宮
崎

駿
な
ど
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
研
究
、
現
代
文
化
の
分
野

で
も
活
躍
。
特
に
非
商
業
系

ア
ニ
メ
作
品
の
紹
介
と
普
及

に
力
を
注
い
で
い
る
。

最
終
講
義
の
ご
案
内

〈
１１
月
１３
日
現
在
〉

学
部
学
科
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま

す
。
卒
業
生
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
溝
田
誠
吾
経
営
学
部
教
授

・
１２
月
５
日
（
木
）
２
時
限

・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
１

０
２
教
室

・
講
義
テ
ー
マ
「
未
定
」

◀

秋
葉
原
で
プ
レ
ゼ
ン
す
る
専
大
生

◀

大
勢
が
来
場
し
た
ア
ニ
玉
祭

▲ 長澤和輝選手

学外の２イベントで

アニメ企画を発表

▲ 右から熱っぽく語る松浪氏と佐藤教授、山田教授

活
発
に
議
論

「カレッジスポーツの未来を描く」
■ スポーツ研究所第６回シンポジウム ■

五
輪
は
元
気
を
取
り
戻
す
希
望

寄
稿

専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
・
鈴
木

詩
織
（
文
３
）

自
分
の
世
界
が
広
が
っ
た

発
表
者
・
小
北
さ
ん
（
経
営
３
）

▲ 田中理恵氏

▶

『
し
わ
』
の
映
像
を
バ
ッ

ク
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▶

ア
ニ
玉
祭
で
発
表
す
る
小
北
さ
ん
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